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市内防火啓発パレード出発式の様子▲�

消
防
団
と
は

消
防
職
員
と
消
防
団
員
の
違
い

　

消
防
職
員
は
、
仕
事
と
し
て
災

害
に
備
え
24
時
間
体
制
で
勤
務
し

て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
消
防
団
員
は
、

普
段
は
自
分
の
仕
事
を
し
な
が
ら
、

災
害
発
生
時
に
は
い
ち
早
く
現
場

に
駆
け
つ
け
て
、
消
防
職
員
と
と

も
に
対
応
し
ま
す
。

消
防
団
の
活
動
と
は

　
火
災
の
時
に
は
、
消
防
署
と
協
力

し
て
消
火
活
動
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
地
震
や
台
風
の
と
き
に
は
、
地

域
の
人
の
避
難
誘
導
や
救
助
活
動

を
行
う
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
現

場
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
有
事
の
と
き
に
迅
速
か
つ

確
実
に
対
応
す
る
た
め
に
、
普
段
か

ら
、
定
期
的
な
訓
練
・
消
防
ポ
ン
プ

点
検
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
に
密
着
し
た
存
在

　

消
防
団
の
活
動
は
、
火
災
や
災

害
時
の
対
応
だ
け
で
な
く
、
消
火

器
の
取
り
扱
い
な
ど
自
主
防
災
会

や
地
域
住
民
へ
の
防
災
指
導
、
地

域
の
見
回
り
や
年
末
の
夜
警
な
ど

に
よ
る
火
災
の
予
防
活
動
、
啓
発

活
動
、
ま
た
大
神
神
社
・
長
谷
寺
・

談
山
神
社
の
防
災
訓
練
へ
の
参
加

や
地
域
の
と
ん
ど
の
見
守
り
な
ど
、

地
域
に
密
着
し
た
活
動
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　
自
ら
が
住
む
地
域
の
た
め
に

　
桜
井
市
消
防
団
は
、
消
防
団
長
・

副
団
長
を
筆
頭
に
、
桜
井
一
・
桜

井
二
・
粟
殿
・
朝
倉
・
安
倍
・
三
輪
・

織
田
・
纒
向
・
豊
田
・
大
福
・
初

瀬
の 
の
「
分
団
」、
分
団
の
中
で

も
地
域
ご
と
に 
の
「
部
」
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
主
に

広
報
活
動
を
担
当
す
る
「
女
性
部
」

も
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
所
属
し
て
い
る
消

防
団
員
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
そ

の
地
域
に
住
む
市
民
で
す
。
自
ら

が
住
む
地
域
は
自
ら
で
守
る
と
い

う
、
地
域
へ
の
愛
に
溢あ

ふ

れ
た
思
い

か
ら
活
動
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

有
事
の
時
に
迅
速
か
つ
確
実
に

対
応
で
き
る
消
防
団
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い

存
在
で
す
。

防災指導の様子▲ 年末警備の出発式での様子▲ 消防ポンプ一斉点検の様子▲

【問い合わせ先】　危機管理課消防団係（ 42‐9111 内線 1421）
　皆さんは消防団を知っていますか。「消防職員と何が違うの？」という人もいるかもしれません。消防団員は
皆さんと同じ市民で、普段は自分の仕事をしながら火事や災害が起こった時には、現場に駆け付け災害対応に
あたります。今回はこのような活動を通して、まちを守る消防団を紹介します。

まちを守るまちを守る消防団消防団
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　織田分団機動部の団員である前田宏行さん。　
消防団には、当時の分団長から誘いを受け、入団
しました。21歳、消防団活動歴 2年と、分団の中
でも若手です。
　普段は「三輪そうめん大三輪山」の代表者とし
てそうめんを製造しており、消防団のことは詳し
く知りませんでした。入団するまでは、上下関係
が厳しいという印象を持っていた前田さん。実際
に入団してみると、先輩団員は後輩団員に優しく、
面倒を見てくれる人ばかりで消防団を通して人と
の繋がりが増えました。
　消防団活動を通して、印象に残っている出来事
は、年末年始に大神神社で行われる繞

にょうどうさい
道祭の警備

です。「年末年始に消防活動をしながら過ごすのが
初めてで新鮮だった」と振り返りました。
　入団からこれまでの経験を通して、前田さんは
「消防団の活動は大変だ、と皆さんに根付いている
印象を払

ふっしょく
拭し、自分と同世代の団員が増えてくれ

ると嬉しい」と思いを語ります。

わたしたち、消防団員です！

織田分団　機動部　団員

前
ま え だ

田 宏
ひろゆき

行 さん
豊田分団　分団長

溝
みぞぐち

口 富
と み お

男 さん

▲�放水訓練の様子

　豊田分団で分団長を務める溝口富男さん。消防
団には、地元に貢献したいという思いから入団し
ました。76歳、消防団活動歴 35年と、分団長の
中でも最年長の大ベテランです。
　普段は自動車の整備士として働いていますが、
訓練や現場では３つある傘下の部の団員に指示を
出します。また、活動には所属する分団以外に、
他の分団と協力し行うものもあるため、横の繋

つな
が

りが大切だと溝口さんは言います。互いを高め、
助け合う心を常に持ちながら活動に取り組んでい
ます。
　消防団活動を通して、印象に残っている出来事
は、奈良県消防大会です。役立つ知識や消防団同
士の意見交換の場があり、「参加して本当によかっ
た。ぜひみんなにも参加してほしい」と経験を語
ります。
　活動をしていく中で、溝口さんは「新入団員が
減っていることが心配、消防団が行っている活動
を通して、たくさんの人に興味を持ってもらいた
い」と思いを語ります。

▲�訓練で指揮する様子
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女
性
消
防
団
員
が
所
属
す
る
桜

井
市
消
防
団
女
性
部
に
は
、
現
在

８
名
の
団
員
が
所
属
し
、
救
命

講
習
の
指
導
や
消
防
団
の
広
報
を

担
っ
て
い
ま
す
。

目
の
前
の
命
を
救
え
る
よ
う
に

　

女
性
部
の
発
足
は
平
成 
年
。

発
足
当
初
か
ら
力
を
入
れ
て
い
る

活
動
が
、
救
命
講
習
の
指
導
で
す
。

心
肺
蘇
生
法
や
Ａ 
Ｄ
の
使
用
方

法
な
ど
を
教
え
る
こ
と
が
で
き
る

「
応
急
手
当
普
及
員
」
の
資
格
を
６

名
が
取
得
し
、
消
防
団
員
や
一
般

の
人
に
指
導
し
て
い
ま
す
。「
身
近

な
人
や
大
切
な
人
を
、
い
ざ
と
い

う
時
に
救
え
る
よ
う
に
。
よ
り
多

く
の
人
に
広
め
た
い
」
と
、
部
長

の
𠮷
川
喜
三
子
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

知
っ
て
ほ
し
い
、
消
防
団
の
こ
と

　

も
う
ひ
と
つ
、
力
を
入
れ
て
い

る
活
動
が
広
報
活
動
で
す
。
毎
年

９
月
の
「
救
急
の
日
」
に
合
わ
せ

た
啓
発
活
動
や
、
子
ど
も
向
け
に

防
災
が
テ
ー
マ
の
紙
芝
居
を
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
活
動
で
き
な
い

時
期
が
続
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
中

始
め
た
活
動
が
、Instagram

を

使
っ
た
情
報
発
信
で
す
。

　
「
旅
行
と
酒
、
と
い
う
消
防
団
の

従
来
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
た
い
」

と
、
発
案
し
た
班
長
の
西
本
由
香

さ
ん
。
消
防
団
の
年
中
行
事
や
訓

練
に
足
を
運
び
、
そ
の
様
子
を
伝

え
ま
す
。

　

女
性
部
に
よ
る
取
材
は
、
他
の

消
防
団
員
か
ら
も
「
訓
練
に
緊
張

感
が
増
す
」
と
好
評
で
す
。「
地
域

の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し

て
い
る
団
員
さ
ん
に
は
頭
が
下
が

る
思
い
。
そ
の
様
子
を
よ
り
多
く

の
人
に
伝
え
ら
れ
た
ら
」
と
、
西

本
さ
ん
は
決
意
を
新
た
に
し
ま
す
。

一
緒
に
楽
し
め
る
仲
間
を
募
集
中

　
「
防
災
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
」「
地
域
や
行
政
と
つ
な
が
り

が
で
き
て
普
段
で
き
な
い
体
験
が

で
き
た
」
な
ど
、
消
防
団
活
動
の

や
り
が
い
を
話
す
女
性
消
防
団
員

の
皆
さ
ん
。「Instagram

を
見

て
少
し
で
も
興
味
が
あ
れ
ば
、
女

性
部
の
訓
練
を
の
ぞ
き
に
来
て
く

だ
さ
い
」
と
話
し
ま
す
。

女
性
部
の
活
動
と
は

出初式の表彰式での様子▲救命講習の様子▲

消防団出初式での女性部▲�

広報活動の様子▲

桜井市消防団公式 Instagram▲
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全国火災予防運動期間中に行う啓発・広報活動

このような活動もしています

あなたも消防団員になりませんか

　自分たちの地域は自分たち
で守り、住みよいまちを作る
ため、消防団に入団し、地域
のために活動してみませんか。
���対象 
　�市内在住・在勤（学）で 18歳以上 45歳未満の
健康な人
�活動内容
  �火災・水災・地震などの現場活動、火災予防、
広報・警備、訓練・救命講習など
�待遇　
  �年額・出動報酬、公務災害補償、退職報償金、
表彰制度

【申し込み・問い合わせ先】
危機管理課（　 42 - 9111 内線 1421）

　市民の皆さんには、日頃より消防団活動にご協力をい
ただきありがとうございます。　　　　
　消防団は、火事などの有事のときに「地域密着」とい
う消防団の特性を活かし、迅速・確実に初動を対応する
ことを重視しています。
　しかし、近年は「風水害や地震など災害が複雑多様化
し、対応に負担が増えていること」また、「サラリーマン
化などの影響で団員が減少していること」から、十分な
消防団活動が難しい状況にあり
ます。
　消防団は「自分たちのまちは
自分たちで守る」という郷土愛
で活動しています。
　皆さんも桜井市を守る仲間と
して、消防団で活動しませんか。

寺社での警備・警戒活動

文化財防火週間に行う防火訓練

長谷寺にて▲ 談山神社にて▲大神神社にて▲

①春季火災予防運動合同訓練
　消防団と消防署の連携を高めるため合同訓
練を実施しています。
②市内防火啓発パレード
　消防車両 14台が市内を３班に分かれて防
火啓発パレードを行っています。

③繞
にょうどうさい

道 祭警備（大神神社）
　ご神

しん か
火の祭典で、参拝客の人が安心安全に

参拝できるよう警備しています。
④だだおし警備（長谷寺）
　鬼追いの儀式で、松

たいまつ
明から出た火の粉で火

災が発生しないように警備しています。

①① ②②

③③ ④④

皆さんの入団を
待っています!

米
よねの こ う じ
野廣次消防団長▲

消防団長からのメッセージ


